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陸閘閉門

平成24年7月の九州北部豪雨により、家屋浸水などの大きな被害を受けてから5年。

この被害を受けて、平成25年から実施している「床上浸水対策特別緊急事業」が佳境

を迎えています。今年 平成29年7月5日、またも記録的な大雨となりましたが、これま

での整備により被害を軽くすることができました。

事業実施前

（H24.7.14）
事業実施後

（H29.7.5）

コンクリート壁の特殊堤防で、

川の水があふれないようにしました。

城井橋から下流に向かって、平成26年から整備しています。

事業実施前

（H24.7.14）
事業実施後

（H29.7.5）

堤防を高くし、陸閘という動く壁をつけました。

川や道路からあふれた水が家屋側に入ってくるのをブロック！

平成28年10月工事開始、平成29年5月完成。

普段は開けたまま。

水位が上がったときだけ閉めます。

堤防

りっこう

陸閘あふれた水が

流れ込んできた

床上浸水対策特別緊急事業とは･･･
洪水で床上以上の浸水により大きな被害を受けた地域に対し、短期間に予算を

集中投資して水害対策の効果を早く発揮させる事業です。
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山国川に関するご意見・ご相談は

馬溪橋は美しい石橋ですが、橋のアーチ部分が狭いため、水が流れにくい造りに

なっています。架け替え案もありましたが、中津市の観光資産として今の橋を残すこ

とになったことから、川の水をスムーズに流すための工事を進めています。

まずは、平成28年10月～平成29年7月で西浄寺の前を整備しました。西浄寺前の堤

防を高くして川の水があふれるのを防ぎ、さらに川幅を狭くしていた木や土砂を掘っ

て川の流れを良くしています。

施工前 完成

完成施工前

スッキリ

スッキリ

川の中の木がなくなったので、だいぶスッキリしました。

対岸（Yショップ側）は平成30年に工事予定です。


